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横浜市高速鉄道３号線の延伸(あざみ野～新百合ヶ丘)の事業化判断について 

 資料１  横浜市高速鉄道３号線の延伸に向けた取組について（概要） 

資料２  川崎市側の概略ルート・中間駅について（補足説明資料） 

資料３  横浜市高速鉄道３号線における宮前区内の中間駅設置の検討について 

参考資料 横浜市高速鉄道３号線の延伸（あざみ野～新百合ヶ丘） 

の事業化判断について【記者会見資料】 
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１ 背景・目的 

（２） 目的 

・本計画の整備により、川崎市にとって次のような効果が期待できます。 

効果１ 北部地域の拠点である新百合ヶ丘駅周辺地区と横浜方面との連絡が強化されることなどによ

り、北部地域のアクセス性向上が図られます。 

効果２ 広域的な鉄道ネットワークの形成により、多重性（リダンダンシー）が向上します。 

効果３ ３号線の延伸により、新百合ヶ丘駅周辺地区における利便性が向上し、より一層、まちの魅力

が創出されます。

横浜市高速鉄道３号線の延伸に向けた取組について（概要） 

２ 概略ルート・駅位置に関する検討内容 

（３） 覚書の締結 
横浜市高速鉄道３号線の延伸の事業推進について、相互に連携・協力し、早期開業を目指すことを目的

として、覚書を締結しました。 

４ 今後の進め方 
○今回はこれまでの検討結果を踏まえた両市の有力ルート案をお示ししたものです。 
◯ルートについては、今後、市民の皆様へ情報提供を行い、御意見を伺うとともに、平成３１年度中を
目途に１案に選定する予定です。 

資料１

（１） 背景 

・横浜市高速鉄道３号線（以下「３号線」という。）の延

伸とは、現在、関内～あざみ野間で供用している路線

を新百合ヶ丘まで延伸する計画です。 

・本計画は、国土交通省の諮問機関である交通政策審議

会の答申（平成２８年４月）において、「地域の成長に

応じた鉄道ネットワークの充実に資するプロジェク

ト」として位置付けられています。 

・そのような中、平成２９年２月に横浜市が平成３０年

度末までの事業化判断を表明し、それ以降、本格的に

両市で検討、協議を行ってきました。 

（１） 整備区間及び設置駅数 

・既設のあざみ野駅から、すすき野付近を経由して小田急線新百合ヶ丘駅南口までを整備区間とし、新
たに以下の４駅を設置します。 
（①嶮山付近、②すすき野付近、③川崎市側中間駅、④新百合ヶ丘駅） 

・周辺の地形や土地利用、交差構造物等への影響を考慮し、地下トンネル構造を基本とします。 

・横浜市側のルートは道路下などの公有地を有効活用し、既設のあざみ野駅から横浜・川崎両市の市境とな

る、すすき野付近までを基本とし、駅位置については嶮山付近及びすすき野付近とします。 

・川崎市側の駅位置については、幹線道路に近く駅へのアクセスがしやすいこと、周辺の土地利用や人口集

積、可能な限り道路などの公有地を活用することなどを考慮します。 

図２ 概略ルート・駅位置図 

（１） 横浜市高速鉄道３号線の延伸における整備方針 
① 事業概要 

●両市での検討・協議を踏まえ、横浜市は、３号線の延伸について事業化していくこととしました。 

●本市としても、北部地域のアクセス性向上や新百合ヶ丘駅周辺地区において、より一層、まちの魅力

が創出されるなどの効果が期待できることから、次のとおり、横浜市と合意し、両市で連携して早期

の事業着手を目指します。

整 備 区 間 あざみ野～新百合ヶ丘 

整 備 延 長 ※ 約６．０ｋｍ～６．５ｋｍ 

概 算 事 業 費 ※ 約１，６９０億円～１，７６０億円 

新 設 駅 数 ４駅（既設あざみ野駅を除く） 

事 業 主 体 横浜市交通局 

開 業 目 標 平成４２年（交通政策審議会の目標年次） 

② 事業スキーム及び費用負担 

・事業スキームについては、公営地下鉄事業に適用される「地下高速鉄道整備事業費補助」※を想定

します。 

【概略ルート・駅位置の基本的な考え方】

３ 横浜市との合意事項 

表 事業スキーム 
（地下高速鉄道整備事業費補助） 

・費用負担については、補助対象額における出資

金を横浜市が全額負担し、地方補助分につい

ては、本路線の事業効果や過去の鉄道整備事

例等を踏まえ、横浜市と川崎市の負担割合を

「１：１」とします。 

（２） 概略ルート及び駅位置に関する検討 

・概略ルート及び駅位置については、下段に示す「基本

的な考え方」を踏まえ、右図のとおり、現実的かつ合

理的な３案を設定しました。 

   《川崎市側の概略ルート・中間駅》 

◯西側ルート ： 白山付近 

◯中央ルート ： 王禅寺公園付近 

◯東側ルート ： ヨネッティ－王禅寺付近 

・上記の３案については、①費用対効果や事業採算性の

確認に加え、②まちづくりや地域交通に関する視点

から、比較検討・評価を実施しました。 

主なメリット 

●ヨネッティー王禅寺付近に中間駅を設置した場合、既存バス路線との重複による影響が比較的
小さく、多方面に向かう既存バス路線と鉄道との連携を図ることが可能であり、公共交通ネッ
トワークの充実において、最も相乗効果が見込めます。 

●また、他案と比較し、既存の駅から中間駅までの距離が最も離れていることから、新百合ヶ丘
駅等との機能分担を踏まえ、中間駅の周辺まちづくりの効果がより期待できます。また、バス
路線等との連携により、麻生区のみならず宮前区や多摩区にまで、アクセス性強化や利便性向
上の波及効果が期待できます。 

（３） 川崎市側の有力ルート案 

・設定した３案については、いずれも費用対効果や事業採算性が認められており、実現可能なルート

となっていますが、これに加えて、川崎市側におけるまちづくりや地域交通に関する視点から検討

を行い、総合的に評価した結果、両市としては、「東側ルート（ヨネッティー王禅寺付近）」を、より

整備効果の高い案と考えました。

図１ 路線図と延伸部（赤点線） 

※整備延長及び概算事業費については、概略ルート３案を基にした数値 

（２） 概略ルート・駅位置の考え方 
① 基本的な考え方 

・現実的かつ合理的であり、費用対効果や事業採算性が認められる３案とします。 

② 川崎市側の有力ルート案の考え方 

・上記の３案について、総合的に評価した結果、東側ルート（ヨネッティー王禅寺付近）を有力ルー

ト案とします。 

※ 

※国負担については、今後、国と協議・調整が必要となります。 
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川崎市側の概略ルート・中間駅について（補足説明資料）
平成３１年１月 

川 崎 市 

 川崎市側の３つの概略ルート・中間駅については、費用対効果や事業採算性が認められるこ

とに加え、まちづくりや地域交通に関する視点からの検討を行い、総合的に評価した結果か

ら、有力ルート案をお示しいたしました。本資料は、その考え方を補足するものです。 

１．費用対効果や事業採算性の比較 

⇒ いずれの案も費用対効果や事業採算性が認められます。 

２．まちづくりや地域交通に関する視点による比較 

  川崎市側の中間駅の設置にあたっては、まちづくりや地域交通に関する視点から、駅の設置効果を最

大限に発揮できるよう、以下の３つの視点を踏まえて、比較検討を実施しました。 

視点１ 多くの人が利用できる環境が整っていること 

  視点２ 既存のバス路線を中心とした地域交通との連携などによる相乗効果が期待できること 

視点３ 鉄道駅による周辺まちづくりの効果を活かすため、既存駅とのバランスを踏まえ中間駅が

適切に配置されること

視点１ 多くの人が利用できる環境が整っていること 

⇒ いずれの案（駅）も、一定程度、多くの人が利用できる環境が整っているものと考えられます。 

視点２ 既存のバス路線を中心とした地域交通との連携などによる相乗効果が期待できること 

⇒ 東側ルートは、多方面に向かう既存バス路線と鉄道との連携を図ることが可能であり、公共交通

ネットワークの充実において、最も相乗効果が見込めます。 

・東側ルートは、多方面に向かうバス路線が整っており、中間駅を設置した場合も、これらの既存バ

ス路線との重複による影響が比較的小さいと考えられます。 

・西側ルートは、既存バス路線の大半が白山付近と新百合ヶ丘駅を連絡する路線であり、中間駅を設

置した場合、機能が重複すると考えられます。 

・中央ルートは、バスの本数が少ないことや、新たに周辺エリアと接続するバス路線の可能性が少な

いと考えられます。 

 視点３ 鉄道駅による周辺まちづくりの効果を活かすため、既存駅とのバランスを踏まえ中間駅が

適切に配置されること 

 ⇒ 既存駅から距離が離れている東側ルートが、中間駅設置の波及効果を最も期待できます。 

・東側ルートは、他案と比較し既存の駅から中間駅までの距離が最も離れていることから、新百合

ヶ丘駅等との機能分担を踏まえ、中間駅の周辺まちづくりの効果がより期待できます。また、バ

ス路線等との連携により、麻生区のみならず宮前区や多摩区にまで、アクセス性や利便性向上の

波及効果が期待できます。 

   ・西側ルートは、利便性が高い新百合ヶ丘駅への既存のバス路線によるアクセス性が高いこと、ま

た、中央ルートは、新百合ヶ丘駅までの距離が短いことから、新百合ヶ丘駅等との機能分担を踏

まえると、駅周辺まちづくりの効果が限定的になる可能性があると考えられます。 

・費用対効果や事業採算性が認められることに加え、川崎市側におけるまちづくりや地域交通に関

する視点からの検討を行い、総合的に評価した結果、両市としては、「東側ルート（ヨネッティ

ー王禅寺付近）」を、より整備効果の高い案と考えました。 

西側ルート 中央ルート 東側ルート 

駅 位 置 あざみ野駅（既設）～嶮山付近～すすき野付近～川崎市域中間駅～新百合ヶ丘駅南口付近

川 崎 市 側 中 間 駅 白山付近 王禅寺公園付近 ﾖﾈｯﾃｨｰ王禅寺付近 

整 備 延 長 ６．３ｋｍ ６．０ｋｍ ６．５ｋｍ 

概 算 事 業 費 １,７６０億円 １,６９０億円 １,７２０億円 

輸 送 人 員 ７．８万人/日 ８．０万人/日 ７．９万人/日 

所 要 時 間 約１０分 約９分30秒 約１０分 

費用便益比（B/C） 1.48 1.59 1.53 

累積損益欠損解消年

累積資金不足解消年

30年 

36年 

25年 

33年 

28年 

34年 

西側ルート 中央ルート 東側ルート 
・既存バス路線の本数が多い。 

・既存バス路線の行先は多い

が、大半が白山付近と新百合ヶ

丘駅を連絡する路線であり、バ

スと鉄道の機能が重複する。 

◯ 

・既存バス路線の本数が少な

い。 

・既存バス路線の行先が少な

い。 

△ 

・既存バス路線の本数が多い。 

・既存バス路線と多方面で接続

している。 ◎ 

（参考）近傍を通過するバス総本数 

⇒約600本/日 

（参考）近傍を通過するバス総本数 

⇒約100本/日 

（参考）近傍を通過するバス総本数 

⇒約400本/日 

（参考）近傍のバス路線の行先 
⇒①新百合ヶ丘駅 ②大谷 
③聖マリアンナ医科大学 
④田園調布学園大学 
⑤溝口駅 ⑥鷲ヶ峰営業所 

（参考）近傍のバス路線の行先 
⇒①新百合ヶ丘駅 

  ②田園調布学園大学 
  ③たまプラーザ駅 

（参考）近傍のバス路線の行先 
 ⇒①新百合ヶ丘駅 ②宮前平駅 
  ③宮前区役所  ④溝口駅    

⑤鷲ヶ峰営業所 ⑥生田駅   
⑦柿生駅    ⑧あざみ野駅 
⑨たまプラーザ駅 

西側ルート 中央ルート 東側ルート 

・駅周辺に大規模団地などの住

宅地や文教施設が存在する。
◯

・駅周辺に住宅地が存在する。
◯

・駅周辺に市民利用施設や文教

施設、住宅地が存在する。
◯ 

西側ルート 中央ルート 東側ルート 
・利便性が高く広域拠点であ

る新百合ヶ丘駅へのバス路線

が充実。 

・新百合ヶ丘駅、柿生駅との

距離が近い。 

◯ 

・利便性が高く広域拠点である

新百合ヶ丘駅や、百合ヶ丘駅と

の距離が近い。 ◯ 

・利便性が高く広域拠点である新

百合ヶ丘駅や、百合ヶ丘駅から一

定程度、距離が離れている。 ◎ 

（参考）既存駅までの直線距離 

新百合ヶ丘駅 約 1,500ｍ 

柿生駅 約 1,300ｍ 

（参考）既存駅までの直線距離 

新百合ヶ丘駅 約 1,300ｍ 

百合ヶ丘駅 約 1,500ｍ 

（参考）既存駅までの直線距離 

新百合ヶ丘駅 約 1,900ｍ 

百合ヶ丘駅 約 1,800ｍ 

（参考）新駅－新百合ヶ丘駅間の 
バス本数 ⇒約600本/日 

（参考）新駅－新百合ヶ丘駅間の 
バス本数 ⇒約100本/日 

（参考）新駅－新百合ヶ丘駅間の 
バス本数 ⇒約200本/日 
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横浜市高速鉄道３号線の延伸における宮前区内の中間駅設置の検討について 

１ これまでの経過 

◯平成２８年２月１５日 「請願第１７号 高速鉄道３号線の延伸（あざみ野～新百合ヶ丘間）に関する 

請願」が、宮前区の未来づくり研究会より提出される。

◯平成２８年３月１４日 川崎市議会まちづくり委員会における審査において、「継続審査」となる。

 ◯平成３０年３月１２日 「請願第４１号 横浜市営地下鉄３号線延伸（あざみ野～新百合ヶ丘）の早

期着工と完成に関する請願」が提出される。

◯平成３０年５月・６月 川崎市議会まちづくり委員会及び本会議において、請願第１７号及び第４１号

のいずれも趣旨採択となる。

２ 検討概要 

・請願の趣旨を踏まえ、聖マリアンナ医科大学付近の他、駅間バランスを考慮し、長沢付近、美しが丘付

近に駅の設置を想定しました。

（１）事業主体及び補助スキーム

事業主体 横浜市交通局を想定

（第一種鉄道事業者）

補助スキーム 地下高速鉄道整備事業費

補助を想定

（２）費用対効果、事業採算性

駅 位 置 あざみ野駅(既設)～美しが丘付

近～聖マリアンナ医科大学付近

～長沢付近～新百合ヶ丘

川崎市域中間駅 聖マリアンナ医科大学付近

長沢付近

整 備 延 長 約８．６ｋｍ

概 算 事 業 費 約２，０００億円

輸 送 人 員 約６．０万人

所 要 時 間 約１５分３０秒

費用便益比(B/C) ０．９３

累積損益欠損解消年

累積資金不足解消年
５０年以上

３ 検討を踏まえた本市の考え方 

 ・上記より、費用便益比（B/C）が「１．０未満」であり、さらに、累積損益欠損解消年及び累積資金不

足解消年がともに「５０年以上」であることから、宮前区を経由するルートについては、費用対効果や

事業採算性が認められない結果となりました。

 ・本市としては、鉄道事業において、費用対効果や事業採算性が認められないルートを設定することは難

しいものと判断し、このたびの３案でお示しすることに至りました。

（請願趣旨）
・横浜市営地下鉄３号線の延伸について、延伸ルートを宮前区経由とし、採算性の向上が見込まれると推察できる聖

マリアンナ医科大学病院付近など、同区への新駅の設置を検討すること。

新百合ヶ丘

聖マリアンナ

医科大学付近 

長沢付近 

あざみ野駅 

美しが丘付近

横浜市青葉区

川崎市宮前区

川崎市麻生区

川崎市多摩区

（請願趣旨）
・横浜市営地下鉄３号線の延伸の早期着工と完成。

・総合都市交通計画(案)におけるＣランクの上位計画へのランクアップによる早期着工。

想定ルート・駅位置図 
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平 成 ３ １ 年 １ 月 ２ ３ 日

報 道 発 表 資 料

横 浜 市 

川 崎 市 

横浜市営地下鉄ブルーライン 

「あざみ野～新百合ヶ丘」を延伸へ！ 
～事業を推進するため、横浜市と川崎市で相互に連携・協力します～

■位置図   ■概略ルート・駅位置図 

横浜市高速鉄道３号線の延伸（あざみ野～新百合ヶ丘）について、事業化に向けて横浜市、川

崎市が協調し、事業計画について合意形成を進めてきました。このたび、本事業の整備効果、

延伸区間の費用対効果及び採算性が認められることから、横浜市として、事業化することとし

ます。今後、事業許可に向けて、国や関係者との協議・調整を進めていきます。 

また、横浜市・川崎市で、相互に連携・協力し、早期開業を目指すことを目的として、覚書を

交換しました。 

本路線は、横浜市営地下鉄ブルーラインを延伸するもので、横浜市交通局が事業主体として、

横浜市営地下鉄あざみ野駅（横浜市青葉区）から小田急線新百合ヶ丘駅南口付近（川崎市麻生

区）までの約６ｋｍの区間を整備、運行します。延伸区間には、新たに４駅を設置し、交通政策

審議会答申の目標年次である、平成 42（2030）年開業を目指します。 

本路線の整備効果として、鉄道のネットワークが充実することによる広域的な交通利便性の

向上や、新幹線へのアクセス機能が強化されるとともに、新駅設置による利便性の向上や、駅

周辺まちづくりなど、沿線地域の活性化が期待されます。 

今後、国や関係者との協議・調整を進めるとともに、鉄道事業法や都市計画、環境影響評価

等の手続きを経て、早期の事業着手を目指します。 

※概略ルート３案について、総合

的に評価した結果、「東側ルート」

を、より整備効果が高い有力ルー

ト案と考えています。   
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横浜市高速鉄道３号線延伸の概要 

■事業概要 ※ 整備延長、概算事業費は、概略ルート３案を基にした数値

整  備  区  間： あざみ野 ～ 新百合ヶ丘 

整  備  延  長： 約６．０ｋｍ ～ ６．５ｋｍ 

概 算 事 業 費： 約１，６９０億円 ～ １，７６０億円 

ルート・駅位置： 新駅４駅（既設あざみ野駅を除く） 

事 業 主 体： 横浜市交通局（第一種鉄道事業者） 

事業スキーム： 地下高速鉄道整備事業費補助（想定） 

開     業： 平成４２年開業目標（交通政策審議会答申の目標年次）

■整備効果 

（１）広域的な鉄道ネットワークの形成 

横浜・新横浜都心、港北ニュータウン、新百合ヶ丘・多摩ニュータウンなど、横浜と川崎

市北部、多摩地域を結ぶ、新たな都市軸が形成されます。また、災害等による輸送障害発生

時の代替経路が確保されます。 

（２）新幹線へのアクセス機能の強化 

横浜市北西部のみならず、川崎市北部・多摩地区など、広い範囲から新横浜駅へのアクセ

ス機能が強化されます。 

（３）移動時間の短縮（例） 

○拠点間アクセスの強化 

 新百合ヶ丘～あざみ野 約 30 分→約 10 分 約 20 分短縮（乗換なし） 

○新幹線アクセスの強化 

 新百合ヶ丘～新横浜  約 35 分→約 27 分 約８分短縮（乗換なし） 

（４）沿線地域の活性化 

新駅周辺まちづくりの活性化や、ターミナル駅の交通結節機能、沿線地域の公共交通ネッ

トワークの強化に寄与します。 

（５）需要予測 

約８．０万人／日 

■費用対効果分析・事業採算性分析 

費用便益比（Ｂ／Ｃ）：１．４８～１．５９（３０年）、１．８３～１．９７（５０年） 

（※鉄道プロジェクトの評価手法マニュアルに基づき算出） 

累積損益欠損解消年  ： ２５～３０年、 累積資金不足解消年 ： ３３～３６年 

１．これまでの取組状況  

平成 26 年度～ 事業化に向けた基礎調査を開始 

 平成 28年４月 交通政策審議会答申第 198 号（高速鉄道３号線延伸等が位置付けられる） 

 平成 29年度～ 横浜市交通局を事業候補者として、鉄道事業者の視点による調査検討を実施 

 平成 31年１月 事業化判断の公表（今回） 

２．横浜市と川崎市の連携

横浜市と川崎市は、平成 23 年度に新たな交通体系の検討のための連携・協力に関する覚書を交換

して以降、本路線について、両市で具体的な検討・調査を開始しています。 

このたび、相互に連携・協力し、早期開業を目指すことを目的として、覚書を交換しました。ま

た、駅周辺の基盤整備や沿線のまちづくりについても、両市で相互に連携・協力して、取り組んでい

きます。 

３．今後の進め方  

 ルートについては、今後、市民の皆様へ情報提供を行い、御意見を伺うとともに、平成 31 年度中

を目途に１案に選定する予定です。
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４．両市長によるコメント 

５．覚書の締結  

 横浜市と川崎市は、横浜市営地下鉄ブルーライン延伸事業について、事業を円滑に進めるため、相

互連携・協力に関する覚書を締結しました。 

◯林文子 横浜市長コメント 

このたび、横浜市高速鉄道３号線の延伸について、整備効果、延伸区間の費用対効果及び採算性

が認められることから、事業化することを判断いたしました。 

新横浜から港北ニュータウン、新百合ヶ丘、多摩ニュータウンなど、両市の北部や多摩地区を結

ぶ、新たな都市軸が形成され、これからの両市の成長・発展に向けて、大変、重要な路線と考えて

います。 

また、鉄道ネットワークの充実による交通利便性の向上とともに、新駅周辺のまちづくりや、地

域経済の活性化に大きな弾みになるものと期待しています。 

両市の市民の皆様が待ち望んでいる路線ですので、川崎市との連携を図りながら、早期実現に向

けて取り組んでまいります。 

横浜市長 林  文子 

◯福田紀彦 川崎市長コメント 

横浜市高速鉄道３号線の延伸の事業化判断にあたり、私としても、両市で合意していくことの政

策判断を行い、共同会見を開催する運びとなりましたこと、大変うれしく思います。 

事業化により、広域的な鉄道ネットワークの強化に加え、新百合ヶ丘駅周辺地区のより魅力ある

まちづくりへの寄与、さらに、市域内への中間駅の設置により、北部地域の一層のアクセス性・利

便性の向上や、地域の活性化が図られるなど、さまざまな効果が期待されます。 

本日の発表を契機に、北部地域のまちづくりが、ダイナミックに動き出すこととなり、大変意義

のあるものと考えております。 

引き続き、横浜市と連携し、早期事業着手に向けて取組を進めてまいります。 

川崎市長 福田 紀彦 

写真 覚書締結の様子②（横浜市役所） 写真 覚書締結の様子①（横浜市役所） 

※写真データのお問い合わせは、横浜市都市整備局都市交通課（045-671-2021）まで 

横浜市  都市整備局都市交通課 橋 詰  電話 ０４５－６７１－３５１５ 

交通局建設改良課 上 杉  電話 ０４５－３２６－３８０２ 

川崎市 まちづくり局交通政策室 久木田  電話 ０４４－２００－２７６０ 

【お問い合せ先】 
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